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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月8日(2020.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性ポリマーコンポジットであって、
　ポリベンズイミダゾール、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）、ポリ（スチレンイソプ
レンスチレン）、ポリ（スチレンエチレンブチレンスチレン）（ＳＥＢＳ）、ポリ乳酸（
ＰＬＡ）、及びポリカプロラクトンからなる群から選択される少なくとも１つのポリマー
を含む熱可塑性ポリマーと；
　複数の金属メッキされたカーボンナノチューブであって、導電性ポリマーコンポジット
の合計重量を基準として、５重量％～５０重量％の範囲の量である金属メッキされたカー
ボンナノチューブと；
　銀を含む複数の導電性金属フレークであって、導電性ポリマーコンポジットの合計重量
を基準として、５重量％～５０重量％の範囲の量である導電性金属フレークと：
　を含み、
　前記熱可塑性ポリマー、前記複数の金属メッキされたカーボンナノチューブ及び前記複
数の導電性金属フレークは混合されて混合物を形成し、
　前記導電性ポリマーコンポジットは、金属メッキされていないカーボンナノチューブを
使用して作成された同じコンポジットより導電率の増加を示し、導電性ポリマーコンポジ
ットは、０．６Ｓ／ｃｍから２００Ｓ／ｃｍのバルク導電率を有し、前記導電率は、前記
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コンポジットから作られる押出成型されたフィラメントであって、銀が塗布されたチップ
を有し、１０ｃｍの長さ（Ｌ）及び１．７５ｍｍの直径を有するフィラメントの測定され
た抵抗（Ｒ）に基づいて、式α＝Ｌ／（Ｒ＊Ａ）を使用して計算される、導電性ポリマー
コンポジット。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのポリマーは、ポリベンズイミダゾール、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポ
リカプロラクトンからなる群から選択される、請求項１に記載のコンポジット。
【請求項３】
　前記熱可塑性ポリマーは、導電性ポリマーコンポジットの合計重量を基準として、３０
重量％～９９．５重量％の範囲の量である、請求項１に記載のコンポジット。
【請求項４】
　前記金属メッキされたカーボンナノチューブの金属メッキは、銀、銅、ニッケル、パラ
ジウム、金、コバルトからなる群から選択される、請求項１に記載のコンポジット。
【請求項５】
　前記金属メッキは、少なくとも１つの金属を含むアロイである、請求項１に記載のコン
ポジット。
【請求項６】
　前記金属メッキされたカーボンナノチューブは、無電解メッキされたカーボンナノチュ
ーブである、請求項１に記載のコンポジット。
【請求項７】
　前記金属メッキされたカーボンナノチューブは、導電性ポリマーコンポジットの合計重
量を基準として、１０重量％～５０重量％の範囲の量である、請求項１に記載のコンポジ
ット。
【請求項８】
　前記導電性金属フレークは銀を含む、請求項１に記載のコンポジット。
【請求項９】
　前記導電性金属フレークは、導電性ポリマーコンポジットの合計重量を基準として、１
０重量％～５０重量％の範囲の量である、請求項１に記載のコンポジット。
【請求項１０】
　少なくとも１つの担体液体をさらに含み、前記コンポジットはペーストの形態である、
請求項１に記載のコンポジット。
【請求項１１】
　前記コンポジットは、５％未満の液体担体を有する、請求項１に記載のコンポジット。
【請求項１２】
　前記導電性ポリマーコンポジットは、前記熱可塑性ポリマー、前記複数の金属メッキさ
れたカーボンナノチューブ、前記複数の導電性金属フレーク、任意のキャリア液体、任意
の可塑剤、任意の分散剤及び任意の界面活性剤から構成される、請求項１に記載の導電性
ポリマーコンポジット。
【請求項１３】
　前記導電性ポリマーコンポジットは、本質的に、前記熱可塑性ポリマー、前記複数の金
属メッキされたカーボンナノチューブ、前記複数の導電性金属フレーク、任意のキャリア
液体、任意の可塑剤、任意の分散剤及び任意の界面活性剤から構成される、請求項１に記
載の導電性ポリマーコンポジット。
【請求項１４】
　前記金属メッキされたカーボンナノチューブは、導電性ポリマーコンポジットの合計重
量を基準として、１０重量％～５０重量％の範囲の量であり、前記金属メッキされたカー
ボンナノチューブの前記金属メッキは、銀を含み、前記複数の導電性金属フレークは銀を
含み、導電性ポリマーコンポジットの合計重量を基準として、１０重量％～５０重量％の
範囲の量である、請求項１に記載の導電性ポリマーコンポジット。
【請求項１５】
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　導電性ポリマーコンポジットフィラメントであって、
　ポリベンズイミダゾール、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）、ポリ（スチレンイソプ
レンスチレン）、ポリ（スチレンエチレンブチレンスチレン）（ＳＥＢＳ）、ポリ乳酸（
ＰＬＡ）、及びポリカプロラクトンからなる群から選択される少なくとも１つのポリマー
を含む熱可塑性ポリマーと；
　複数の金属メッキされたカーボンナノチューブであって、導電性ポリマーコンポジット
の合計重量を基準として、５重量％～５０重量％の範囲の量である複数の金属メッキされ
たカーボンナノチューブと；
　銀を含む複数の導電性金属フレークであって、導電性ポリマーコンポジットの合計重量
を基準として、５重量％～５０重量％の範囲の量である導電性金属フレークと：
　を含み、
　前記熱可塑性ポリマー、前記複数の金属メッキされたカーボンナノチューブ及び前記複
数の導電性金属フレークは混合されて混合物を形成し、
　前記導電性ポリマーコンポジットは、金属メッキされていないカーボンナノチューブを
使用して作成された同じコンポジットより導電率の増加を示し、導電性ポリマーコンポジ
ットは、０．６Ｓ／ｃｍから２００Ｓ／ｃｍのバルク導電率を有し、前記導電率は、前記
コンポジットから作られる押出成型されたフィラメントであって、銀が塗布されたチップ
を有し、１０ｃｍの長さ（Ｌ）及び１．７５ｍｍの直径を有するフィラメントの測定され
た抵抗（Ｒ）に基づいて、式α＝Ｌ／（Ｒ＊Ａ）を使用して計算される、導電性ポリマー
コンポジットフィラメント。
【請求項１６】
　金属メッキされたカーボンナノチューブの金属メッキは、銀、銅、ニッケル、パラジウ
ム、金およびコバルトからなる群から選択される少なくとも１つの金属を含む、請求項１
５に記載の導電性ポリマーコンポジットフィラメント。
【請求項１７】
　前記導電性ポリマーコンポジットは、前記熱可塑性ポリマー、前記複数の金属メッキさ
れたカーボンナノチューブ、前記複数の導電性金属フレーク、任意のキャリア液体、任意
の可塑剤、任意の分散剤及び任意の界面活性剤から構成される、請求項１５に記載の導電
性ポリマーコンポジットフィラメント。
【請求項１８】
　前記導電性ポリマーコンポジットは、本質的に、前記熱可塑性ポリマー、前記複数の金
属メッキされたカーボンナノチューブ、前記複数の導電性金属フレーク、任意のキャリア
液体、任意の可塑剤、任意の分散剤及び任意の界面活性剤から構成される、請求項１５に
記載の導電性ポリマーコンポジットフィラメント。
【請求項１９】
　三次元印刷の方法であって、この方法は、
　三次元プリンタに、導電性ポリマーコンポジットを提供することであって、前記導電性
ポリマーコンポジットは、熱可塑性ポリマーと、複数の金属メッキされたカーボンナノチ
ューブと、複数の導電性金属フレークとを含み、前記熱可塑性ポリマーはポリベンズイミ
ダゾール、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）、ポリ（スチレンイソプレンスチレン）、
ポリ（スチレンエチレンブチレンスチレン）（ＳＥＢＳ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、及びポ
リカプロラクトンからなる群から選択される少なくとも１つのポリマーを含み、前記熱可
塑性ポリマー、前記金属メッキされたカーボンナノチューブ、前記複数の導電性金属フレ
ークが混合されて混合物を形成する、導電性ポリマーコンポジットを提供することと；
　前記導電性ポリマーコンポジットを加熱することと；
　加熱したコンポジットを基材の上に押出成型し、三次元物体を作成することと
　を含み、
　前記導電性ポリマーコンポジットは、金属メッキされていないカーボンナノチューブを
使用して作成された同じコンポジットより導電率の増加を示し、前記導電性ポリマーコン
ポジットは、０．６Ｓ／ｃｍから２００Ｓ／ｃｍのバルク導電率を有し、前記導電率は、
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前記導電性ポリマーコンポジットから作られる押出成型フィラメントであって、銀が塗布
された先端を有し、１０ｃｍの長さ（Ｌ）及び１．７５ｍｍの直径を有するフィラメント
の測定された抵抗（Ｒ）に基づいて、式α＝Ｌ／（Ｒ＊Ａ）を使用して計算され、
　前記複数の金属メッキされたカーボンナノチューブは、導電性ポリマーコンポジットの
合計重量に基づいて、５重量％～５０重量％の範囲の量である金属メッキされたカーボン
ナノチューブと；
　前記複数の導電性金属フレークは銀を含み、導電性ポリマーコンポジットの合計重量に
基づいて、５重量％～５０重量％の範囲の量である、方法。
【請求項２０】
　加熱したコンポジットがフィラメントの形態である、請求項１９に記載の方法。
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